
硬質地盤・低変位に対応した大口径深層混合処理工法

愛知県木曽川地区 新潟県上越地区

～S u p e r ・M i x i n g  m e t h o d～

施工状況

2026.7

施工状況の確認画面（iPad）

ICT技術

ICT専用施工管理装置（位置誘導システム・施工管理システム）を搭載して、iPadなどのタブレッ
ト端末で施工情報（移動情報・施工状況・着底管理）をリアルタイムに管理することができます。
また、施工済みのデータは、進捗状況や施工履歴データの確認が可能です。

3D施工履歴データの確認

2D進捗状況の確認
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【お問い合わせ先】技術事業本部 技術管理部 TEL:03-5209-7876 FAX:03-5209-7887

【Home Page】 https://www.aomi.co.jp/tech/ks-smix.html



◆外側の撹拌翼（赤色）と内側の撹拌翼（青色）とが相対的（逆方向：時計回りと反時計回り）
に回転すること、鉛直翼内側に混合土を中心方向に誘導する山形補強材（△部）を設置すること
で、掘削土が撹拌翼と一緒に回転しスラリーと混合されない現象を防ぎ、バラツキのない改良体
を造成することが可能です。

工法の概要

大口径施工
改良径を、φ1,000×2軸（改良面積1.5m2）から、単軸のφ1,600（改良面積2.01m2）、

φ2,000（改良面積3.14m2）と大きくすることにより、施工本数を少なくすることができます。

品質の確実性【QA】

撹拌翼を相対撹拌方式とすることで、立体的な撹拌混合を可
能とし、均一な改良体を造成することができます。

S・MIX工法は、深層混合処理工法の一つであり、外翼と内翼との相対撹拌により、バラツキのな
い高品質な改良体を造成することが可能です。
また、特殊撹拌翼の効果により貫入抵抗が低減するため、硬質地盤の削孔が可能になるとともに、

外翼鉛直翼による原地盤との縁切り効果と、取り込んだ混合土を中心に誘導する機構により、周辺地
盤に与える影響を低減させます。

改良径と適用地盤

施工サイクル図

◆外翼鉛直翼が回転時にカゴ状となり、外側の原地盤との縁切りを行い地中圧を遮断するととも
に、山形補強材が取り込んだ混合土を中心に誘導する機構により、周辺地盤に与える影響を低減
することができます。

外側の撹拌翼

外側の鉛直翼

内側の撹拌翼

掘削刃

従来の深層
混合処理工法

S・ＭＩＸ工法

改良径 φ1000㎜×2軸 φ1600㎜ φ2000㎜

改良面積 1.50m2 2.01m2 3.14m2

改良形状

品質管理の簡略化【QC】

運転席に設置した専用の施工管理システムにより、施工状況
（施工深度・速度、スラリー吐出量、撹拌翼回転数等）をリア
ルタイムに確認しながら施工することができるので、よりわか
りやすく品質を管理します。

撹拌状況

品質の確認（着底管理）【QI】

これまでは記録紙から確認して
いた着底記録をリアルタイムに画
像保存することができます。

杭芯セット

①
貫入撹拌

②
貫入完了

③
先端部処理

④
引抜き撹拌

⑤
引抜き撹拌

⑥
施工完了

⑦

【スラリー吐出】 【スラりー吐出終了】

※ 内側の回転方向は外側と相対撹拌（逆回転）になります。

品 質

施工管理システム（着底の確認）

◆外翼鉛直翼を2枚で構成し、削孔壁面との接触面を小さくすることで周面摩擦を低減させ、山形
補強材が外翼撹拌翼の強化につながるとともに、先端の掘削刃を強化したことで、中間層に硬い
地盤が介在しても先行削孔が不要となり一台の施工機での施工が可能です。

山形補強材

適用地盤(打設長L＜25m)

粘性土

標準値 最大値

C≦120kN/m2

（N≦12）

C＝150kN/m2

（N 15程度）
【層厚2.0m程度】

砂質土

標準値 最大値

N≦40
N 50程度

【層厚2.0m程度】

【平面図】 【断面図】

工法の特長

出来形確認

施工サイクル
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